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(54)【発明の名称】 内視鏡の湾曲装置

(57)【要約】
【課題】挿入部内において湾曲操作ワイヤを案内するワ
イヤガイド管が、小さな曲率半径で不規則に曲げられて
も曲がり癖が付かず、しかも他の内蔵物を圧迫しないよ
うに外径を小さく形成することができる内視鏡の湾曲装
置を提供すること。
【解決手段】湾曲操作ワイヤ９のワイヤガイド管１０
を、全長にわたって超弾性合金製パイプで形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部を外装する可撓管の先端に遠隔操作
によって屈曲する湾曲部が連結されて、上記湾曲部を屈
曲させる湾曲操作ワイヤを挿通して案内するためのワイ
ヤガイド管が、上記可撓管内に全長にわたって挿通配置
された内視鏡の湾曲装置において、
上記ワイヤガイド管を、全長にわたって超弾性合金製パ
イプにより形成したことを特徴とする内視鏡の湾曲装
置。
【請求項２】上記超弾性合金がチタン－ニッケル合金で
ある請求項１記載の内視鏡の湾曲装置。
【請求項３】上記ワイヤガイド管の外径寸法が上記湾曲
操作ワイヤの外径寸法の１．８倍以下である請求項１又
は２記載の内視鏡の湾曲装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内等に挿入
される内視鏡の湾曲装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡においては一般に、遠隔操作によ
って屈曲する湾曲部が、挿入部を外装する可撓管の先端
に連結されている。その湾曲動作は、操作部から湾曲操
作ワイヤを牽引することによって行われ、湾曲操作ワイ
ヤを案内するためのワイヤガイド管が可撓管内に挿通配
置されている。
【０００３】ワイヤガイド管は、単に可撓管内において
湾曲操作ワイヤを案内するだけでなく、湾曲操作ワイヤ
の牽引動作に対する突っ張りの役目を果しており、湾曲
操作ワイヤが牽引される際に加わる圧縮力によって、ワ
イヤガイド管が軸線方向に縮まないことが必要である。
【０００４】ただし、ワイヤガイド管が挿通配置されて
いる可撓管は、患者の体内に挿入される際に小さな曲率
半径で不規則に屈曲されるので、それによってワイヤガ
イド管に曲がり癖が付かないことも必要である。
【０００５】そこで従来は、例えばステンレス鋼線を一
定の径で螺旋状に巻いて形成された密着巻きコイルパイ
プをワイヤガイド管として用いていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】そのようなワイヤガイ
ド管は、湾曲操作ワイヤの本数に対応して、普通は可撓
管内に四本挿通配置されるが、図４に示されるように、
密着巻きコイルパイプで形成されたワイヤガイド管１０
の外径Ｄは、湾曲操作ワイヤ９の外径ｄに対して相当に
太いものになってしまう。
【０００７】例えば、ｄ＝０．５ｍｍの場合には、密着
巻きコイルパイプが座屈しないための素線径として最低
０．３５ｍｍ程度は必要なので、ワイヤガイド管１０の
内径寸法を０．７ｍｍとすると、Ｄ＝１．４ｍｍとな
り、ワイヤガイド管１０の外径Ｄは湾曲操作ワイヤ９の
外径ｄの三倍近い大きさになる。

2
【０００８】そのため、可撓管内に挿通配置されている
光学繊維束など各種内蔵物をワイヤガイド管１０が圧迫
し、可撓管が不規則に屈曲されたときに内蔵物を損傷す
る原因の一つになっていた。
【０００９】そこで本発明は、挿入部内において湾曲操
作ワイヤを案内するワイヤガイド管が、小さな曲率半径
で不規則に曲げられても曲がり癖が付かず、しかも他の
内蔵物を圧迫しないように外径を小さく形成することが
できる内視鏡の湾曲装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の湾曲装置は、挿入部を外装する可
撓管の先端に遠隔操作によって屈曲する湾曲部が連結さ
れて、湾曲部を屈曲させる湾曲操作ワイヤを挿通して案
内するためのワイヤガイド管が、可撓管内に全長にわた
って挿通配置された内視鏡の湾曲装置において、ワイヤ
ガイド管を、全長にわたって超弾性合金製パイプにより
形成したものである。
【００１１】なお、超弾性合金がチタン－ニッケル合金
であってもよく、ワイヤガイド管の外径寸法が湾曲操作
ワイヤの外径寸法の１．８倍以下であってもよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡を示しており、体腔内等に挿入
される挿入部は、可撓管２によって外装された軟性部分
の先端に、操作部１からの遠隔操作によって屈曲する湾
曲部３が連結され、その湾曲部３の先端に、対物光学系
等を内蔵した先端部本体４が連結されて構成されてい
る。
【００１３】可撓管２は、例えば金属帯材製の螺旋管に
網状管を被覆し、その外面にポリウレタン樹脂等の外皮
を被覆して構成されている。そして、可撓管２及び湾曲
部３内には、処置具挿通チャンネル、光学繊維束及び各
種チューブ類などのような、先端が先端部本体４に連結
された可撓性を有する内蔵物が全長にわたって挿通配置
されている。
【００１４】先端部本体４の表面には、対物光学系に観
察像を導入する観察窓５、観察視野に向けて照明光を射
出する照明窓６、処置具挿通チャンネル出口７ａ、及び
図示が省略されている送気送水ノズル等が配置されてい
る。
【００１５】湾曲部３を遠隔操作するための湾曲操作ワ
イヤ９の先端は湾曲部３の先端部分に連結され、可撓管
２の基端に連結された操作部１には、湾曲部３を屈曲操
作するための湾曲操作ノブ８ａ，８ｂが配置されてい
る。
【００１６】そして、上下方向用湾曲操作ノブ８ａで上
下方向のいずれかの湾曲操作ワイヤ９を牽引操作し、左
右方向用湾曲操作ノブ８ｂで左右方向のいずれかの湾曲
操作ワイヤ９を牽引操作することにより、湾曲部３を任
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意の方向に屈曲させることができる。
【００１７】湾曲操作ワイヤ９を軸線方向に進退自在に
挿通して案内するワイヤガイド管１０は、先端が可撓管
２の先端部分に固定され、後端が操作部１内の湾曲操作
機構のフレーム（図示せず）に固定されている。
【００１８】したがって、ワイヤガイド管１０は湾曲操
作ワイヤ９が牽引される際の突っ張りの役割を果たして
いる。湾曲操作ワイヤ９とワイヤガイド管１０は四組設
けられているが、そのうちの二組だけが図示されてい
る。
【００１９】本発明のワイヤガイド管１０は、全長にわ
たって超弾性合金製のパイプによって形成されている。
超弾性合金は、例えばＴｉ－Ｎｉ（チタン－ニッケル）
合金系のものであり、金属としては弾性限界が非常に大
きい。
【００２０】その結果、ワイヤガイド管１０は、例えば
図２に示されるように小さな曲率半径で曲げられても曲
がり癖が付かず、外力が取り除かれれば元の真っ直ぐな
状態に戻る。
【００２１】具体的には、内径×外径寸法が０．６×
０．８ｍｍのパイプを曲率半径１ｃｍの円弧に沿って１
８０°曲げたとき、それがステンレス鋼製パイプであれ
ば外力を取り除いたときに真っ直ぐに戻らずグニャグニ
ャの状態になってしまうが、超弾性合金製パイプの場合
は元通りの真っ直ぐな状態に戻る。
【００２２】また、軸線方向の圧縮力に対しては、超弾
性合金製パイプもステンレス鋼製パイプと同等の耐圧縮
性を有しており、湾曲操作ワイヤ９の牽引力に対抗する
突っ張りとしての役割を問題なく果たす。
【００２３】このように超弾性合金製パイプにより形成
されたワイヤガイド管１０の太さと肉厚は、湾曲操作ワ
イヤ９の太さに応じて設定すればよく、図３は、一般的
な内視鏡に用いられる四種類の湾曲操作ワイヤ９に対す
る適切なワイヤガイド管１０の寸法を示している。 *

4
*【００２４】この図３に示されるように、ワイヤガイド
管１０の外径寸法は、湾曲操作ワイヤ９の外径寸法に対
して最大でも１．８倍あればよく、ワイヤガイド管１０
をコイルパイプにより形成するのに比べて大幅に細径化
することができる。
【００２５】その結果、従来のコイルパイプ製のワイヤ
ガイド管を本発明のワイヤガイド管１０に置き換えるだ
けで、可撓管２内において他の内蔵物を圧迫しない状態
になり、可撓管２が小さな曲率半径で繰り返し屈曲され
ても内蔵物が損傷しない。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、湾曲操作ワイヤのワイ
ヤガイド管を、全長にわたって超弾性合金製パイプで形
成したことにより、ワイヤガイド管が小さな曲率半径で
不規則に曲げられても曲がり癖が付かず、しかも外径を
細くして他の内蔵物を圧迫しないようにすることがで
き、その結果、可撓管内において内蔵物が損傷しないよ
うになる優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の外観略示図である。
【図２】ワイヤガイド管が小さな曲率半径で曲げられた
状態の側面図である。
【図３】一般的な内視鏡に用いられる湾曲操作ワイヤに
対する本発明のワイヤガイド管の寸法を示す図表であ
る。
【図４】従来の湾曲操作ワイヤとワイヤガイド管の断面
図である。
【符号の説明】
１  操作部
２  可撓管
３  湾曲部
９  湾曲操作ワイヤ
１０  ワイヤガイド管

【図２】 【図３】

【図４】
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要解决的问题：为内窥镜提供弯曲装置，该弯曲装置能够防止用于引导
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